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０．本報のねらい

  本報では、Movexの導入コンサルタント、カスタマーのシステム管理者に向け、Movexのアドオン開発やサードパーティ製品との連携に必要になるMovexのAPI(Application Programmable Interface)の解説することを狙いとしている。

　複雑に種々のファイルが連携しているERPパッケージに対して、データの更新を行う外付け開発は好ましくない。どうしてもやらねばならぬときは、インテンシアが提供するAPIをインターフェイスとして、不具合を起こさないようにデータを書きこまねばならない。インテンシアが保証する唯一の外部プログラムからのデータ更新方法がAPIによる方法なのである。

　Movex APIは700種類以上も用意されている。すなわち、この技術を活用するとMovexに700以上の場面で新しい機能を追加する機会が得られる。

　しかし、簡単な技術であるにも関わらず日本法人ではあまり浸透していない技術である。一方、海外の熟練コンサルタント達はMovex側でのAPIの設定をらくらくとこなし、サードパーティ製品との連携に積極的にこれを利用している。

　この違いは何によるかと言えば、次のような理由が挙げられよう。

1 解説書が英語でソースコードのサンプルしかないため、何の役に立つのか分かりづらいこと。（解説書とはBjorn  PetterssonのMvxAPI_CI_Guide.doc）

2 実際に開発にかかる際に、APIの動作をテストする必要が生じるがそのためのツール（MI-TEST）の使い方が解説書にかかれていない。

3 インテンシアジャパンでビジネスコンサルタントがＩＴ技術を学ぼうとする文化が希薄なこと。

　クライアント側をJavaで開発することを想定し、APIの仕様や利用方法を簡単に示し、日本法人のコンサルタント達を啓蒙したい。

１．API概観
Ａ．一般的説明

  Movex APIはクライアントインターフェイス（以下CIと略記）及びMovexインターフェイス(以下、MIと略記)から構成される。

　CIはMovex側で稼動するMIとデータをやりとりするための通信プログラムである。

　CIはWindows、UNIX、Java VM、i-series(AS/400)サーバーなど種々の環境毎に用意されている。なお、Windowsで稼動するCIにはポインタをサポートする言語(C/C++/Pascalなど)から利用するためのdllと、ActiveXから利用する(VB/WSH/Lotus notesなど)タイプのインプロセスサーバータイプがある。

　MIはMovexの稼動しているサーバーで動く通信プログラムである。MIは常駐してCIからの要求を待っている。TCP/IPすなわちソケットを利用するタイプと同軸ケーブルを利用するタイプがある。本報では相手側のクライアントの種類を選ばないソケットタイプのもののみ取りあげる。

　ThisGenのMovexの場合MIはMVXINET(v11)またはMVXvINT(v12以降、vはバージョンキャラクター)というサブシステムの下でIES902というプログラムが常駐する。IES902を一つJobとして立ち上げるには一つport番号を付与する必要がある。

　

　CIはただ文字列のストリングを送信/受信するだけの通信プログラムであり、Movexのバージョンによらず同じ物が使える。CIのバージョンが更新されるときは情報の暗号化ロジックが新しくなる、フィールドアクセス機能を追加するなどの必要性が生じたときだけである。

　一方MIはMovexの類似の機能に似せた名前のプログラムで種々の種類がある。通常MIプログラム一つに複数の機能があり、これらの機能をすべて合計すると700以上の機能となる。殆どの場合MIの命令はバージョンが上がっても変更されないように継承される。
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　　　　　図１．　MIとCI

Ｂ．概念的説明

　通信はクライアント側から始まる。CIがソケットをインスタンス化し、Movexに接続するためのものと同じユーザーID/パスワードを使って通信の接続を確立する。

　MIの受け取る文字列とMIの送ってくる文字列は複数のフィールドが並列されたものである。MovexのMRS001というプログラムでこれを確認できる。（後述。）

　アドオンプログラマーはCIを使って、MIの受け付けるフォーマットに従って文字列を構成し送信させる。そして必要に応じてMIから受け取る返信コードを定義されたフォーマットに従いデコードして自分の求めている情報を抜き出す。

例をあげる。

　要件：顧客の情報を得たい。顧客コードを使ってMovexのDBから、
　　　　顧客の名称と電話番号を得たい

　ステップ１．目的に合うMIプログラムを探す。MovexのMRS001を使う。

　　　　Movexの顧客マスター管理プログラムはCRS610なのでMIも類似の名称で
　　　　あろうと思われる。CRS610MIがあった。オプション１２「トランザクション」
　　　　でMRS002というプログラムに飛び、中をみるとGetBasicInfoというコマンドが
　　　　ある。これを使うと情報が得られそうだと見当をつける。

　ステップ２．送信と受信の文字列のフォーマットを確認する。

　　　　MRS002でオプション11をGetBasicInfoに対して実行する。MRS003で
　　　　このプログラムを利用するときにプログラマが送るべき文字列のフォーマット
　　　　が現れる。MRS003をみれば、以下のような情報が得られよう。（表１．）

　　　　　

　　　　表１．顧客の基本情報を得るためのMIと送信文字列のフォーマットの表示


　　　　MI名　　　　　　　 CRS610MI

　　　　トランザクション名　GetBasicInfo

　　　　フィールド　記述　　　　　　　　　　　　From　　To　　length

CONO
Company

16
18
3

CUNO
Customer number

19
28
10

　　　　このフォーマットを次のルールに従って解釈する。(スペースをアンダースコアで表す。)
· 送信ストリングは前の15バイトをトランザクション名（コマンド）とする。
トランザクション名が15バイトより少なければ半角スペースを補ってそれをコマンドとする。上の例では「GetBasicInfo」で12バイトなので後に３つ半角スペースを補い「GetBasicInfo___」とする。

· 次にフィールドをみてFromに16の入っているフィールドを確認する（16バイト目から始まるという意味である。フィールド名はCONOであり、説明に会社とあるからアクセスしたい会社番号を入れればよいと分かる。会社番号が２桁以下なら前に0を補う。
今回の例では143の会社の顧客を見るとする。このフィールドを先のコマンドの後ろに足す。すなわち、
「GetBasicInfo___143」とする。
同様に19バイト目からCUNO＝顧客番号を加えれば良い。検索したい顧客番号を「SP001」と仮定する。顧客番号は10バイト要求しているので後ろに5バイト半角スペースを足す。
結局送信すべき文字列は「GetBasicInfo___143SP001_____」となる。


　ステップ３．出力のフォーマットを確認する。先のMRS003画面でF14をするか、
　　　　　MRS002からオプション12でMRS003を立ち上げる。このプログラムを
　　　　　利用するときにプログラマが抽出すべき文字列のフォーマットが現れる。
　　　　　以下のような情報が得られよう。（表２．）

　　

　　　　表２．顧客の基本情報を得るためのMIと受信文字列のフォーマットの表示（一部）


　　　　MI名　　　　　　　 CRS610MI

　　　　トランザクション名　GetBasicInfo

　　　　フィールド　記述　　　　　　　　　　　　From　　To　　length

CUNM
Customer name

34
69
36

PHNO
Telephone number1

224
239
16

　　　　　目的とする名称と電話番号に限った。
　　　　　この表示は、戻ってくる文字列の
　　　　　 34バイト目から 69バイト目までの36バイトが顧客名称で、
　　　　　224バイト目から239バイト目までの16バイトが電話番号であることを
　　　　　示している。プログラムでそこを抽出し利用する。

　　　//////////例終わり

　結局、次が送受信文字列のデコードルールである。

　・送信文字列も受信文字列も16バイト目からフィールド情報を書く。
　　フィールド情報の並べ方はMovexのMRS003から確認できる。

　・送信のとき最初の15バイトはトランザクション名+スペースである。

　・受信のときは、「REP+スペース」「OK+スペース」「NOK+スペース」である。
　　REPは複数の文字列を返す場合に次のレコードもあることを示す。
　　OKは単一の文字列を返す場合にレコードが正しく返されたことを示す。
　　　ただし、複数文字列を返す場合ですべてうまく受信されたことを示すのにも使う。
　　NOKはエラーであることを示す。送信文字列がフォーマットに従ってないときや
　　　単一レコード取り出しで該当するレコードがないときなどがこれにあたる。
　　　NOKの返信文字列では14,15バイト目にエラーのステータスコードが入ること
　　　がある。


C．技術的説明

　MvxApiSetUp.zipというファイル（最新バージョンを使う法が良い。）に種々のプラットフォーム用のCIが入っている。Zipには文書とサンプルソース、補助ツールも一緒にアーカイブされている。

　　　表３．MovexAPIのCIプログラム群

ｸﾗｲｱﾝﾄ環境
TCP/IP

Socket
CPI-C

SNA

Java 
virtual machine

JVM
(package=MvxAPI)

MvxSockJ.class

Base64.class

Blowfish.class

Crypto.class


Windows

Pointer
MvxSock.dll
MvxCpic.dll

*.tbl

Windows

Active-X
MvxSockX_SVR.dll
(要 MvxSock.dll)
MvxCpicX_SVR.dll

(要 MvxCpic.dll,*.tbl)

AS/400
MVXSOCK
(ILE Service Program)


UNIX:

AIX4.3
/Sun Solaris2.6
LibMvxSock.so


　Java用のCIプログラムで実際にコードから呼び出す必要のあるクラスファイルは

MvxSockJ.classのみである。しかし、MvxSockJが文字のエンコーディングにBase64.class、暗号化にBlowfish.class/Crypto.classをパッケージ内で使用している。従って、すべてMvxApiというパッケージにおいておく必要がある。ネイティブJavaなのでDOS/V機、UNIX機、Mac機のいずれでも使える。

　Windows用のPointerタイプのdllは通信ソケットの定義がポインタを参照する構造体になっている。そのため、C/C++/Pascalといったポインタを参照する言語でないと利用ができない。

　Visual BASICやLotus notes scriptからMovexAPIを利用するときはPointerタイプのdllにさらにインターフェイスをとるActiveXプログラムを使う。MvxSockX_SVR.dllはActiveXオブジェクトで非Pointer言語からの要求に従ってPointerタイプのdllを起動して通信を開始する。MovexAPIのActiveXタイプはいわゆるラッパープログラムであり、それ単体では動かない。パスの通るところにPointerタイプのdllを配置（デプロイ）しておく必要がある。なお、当然であるがActiveXをサポートしてさえいればPointer言語からでも使える。

　AS/400をクライアント機とする場合は任意のILE環境から呼び出せるILEサービスプログラムMVXSOCKを使う。

　UNIXの共有オブジェクトとしてLibMvxSock.soがある。Solaris2.6以上とAIX4.3以上に対応している。（HP-UXとLinuxでの可否は不明。Javaを利用する方がよかろう。）

Ｄ．種々のトランザクションにおける注意点

(a.) 複数レコードを返すトランザクション（マルチプルトランザクション）に関して。
　返信条件にあうレコードを取り出ししている間は途中で別のコマンドを実行できない。
　例えば、受注のデータを抜き出す場合にまずヘッダ情報をリストしているならば、
ヘッダのデータをすべて抜き出し、それが終了してから、それぞれのヘッダに対応する明細を別のコマンドで抜き出すようにしなければならない。
　通信ポートは一つのMIがコマンドを走らせている間はオブジェクトロックをされていると考えて良い。（Javaで言う所のsynchronizedな扱い。）

(b.) レコードの内容を更新するトランザクションに関して。
　既存のデータを変更・更新する場合は特別な注意が必要である。
　MovexAPIは主にサードパーティ開発者が簡単に使えるように設計してある。開発者は普通トランザクションを実行する際にすべてのフィールドを書き換えることはない。一つかせいぜい２・３個のフィールドであろう。CHG（変更）で始まる更新トランザクションではキーフィールドを除く変更すべきフィールドだけがかかれる。すなわちMovexAPIでは変更しないフィールドは空欄にして残すのである。
　さてここで問題は本当にブランクにしてそのフィールドのデータを消したいときにどうするかである。数値フィールドは0をいれればよいが、英数字フィールドはブランクは変更がないことを示してしまう。いくつかのMIプログラムではそのフィールドの最初の１バイト目に’?’の半角文字を置けばブランクにできる。
（?をこのための制御コードに採用したのはあらゆるEBCDIC文字コードで同じ番号をもつからである。）
　もう一つCHGトランザクションで注意すべきことがある。
　多数のユーザーがデータにアクセスする場合は取り出した情報が精確なデータであると保証できない。例えば、あるユーザーがデータを取り出し、データを一部変更するため、画面に表示しているときを想定しよう。同時に別のユーザーが同じレコードのデータを取りだし変更し、実行キーで確定してしまったとする。データベースのデータは既に確定しているが最初のユーザーの表示している画面は既に古くなっているデータを示す。ここで最初のユーザーが確定してデータを更新すると、第二のユーザーが行った変更はまるまる元に戻る可能性がある。
　MovexAPIのCHGトランザクションはこの問題を可及的回避するためにも無変更のフィールドをブランクで残す仕様をとっている。本当に変更するフィールドだけを入力して更新を掛けるべきである。こうしておけば、もし変更のなかった場合は（例え、最初のユーザーの画面の値と違っていても）データベースの値がそのまま残るのである。標準のMovexには同一レコードを開くときにロックを掛ける機能があるが、APIでは原理的にこの同時アクセスの排他制御をすることはできず、可及的に可能性を下げる仕様になっているのみである。プログラマーはこの点に注意をしてコーディングをする必要がある。

(c.) 送信トランザクションに関して
　Sndで始まる処理など一部の送信専用トランザクションはレスポンスがない。
　（訳注：UDPのような仕様）パフォーマンスを向上するためにレコード一つ一つにチェックを入れないので、万が一レコード送信がエラーになっていてもクライアント側になにも返信しない。
　整合性のチェックを要する場合、サーバーのデータベースをチェックしてプログラマーの責任で整合性を確保する必要がある。


Ｅ．フィールドアクセスメソッド

　JavaのCI及びWindowsのSocket通信タイプのCI(CPI-Cはダメ)に限り、送信文字列や受信文字列の合成を不要にするためのデータセット、データゲットの方法がサポートされている。CIのバージョンとMIを動かすサブシステム（Floating protocol wrapper: FPWという。IES902プログラムのことだと考えて良い。）のバージョン新しくなければならない。（FPW3.2.2以上）

　文字列を全て一列に並べるのでなく、

(a.) 必要なフィールド名を順々にセットして、トランザクション送信

(b.) トランザクション受信が終わってから、利用したいフィールドを順次ゲット。

　というように利用する。いわゆるフィールドアクセスを可能にし、旧式のMovexAPIと違い、隙間を埋めるスペースを後に追加する必要がない。MIレポジトリ（MRS003の情報のこと）とオンラインで接続し必要なストリングを内部で合成してくれる。

Ｆ．MIプログラムのコール

　CIからあるMIを呼び出すとき、Init(),Connect()などのメソッドでライブラリ識別子を付けたり、はずしてたりしてMIを呼び出す。

　例えば、OIS100MIでもMVXCOBJ/OIS100MIでもOIS100MIというプログラムを呼び出せる。しかし MVXCOBJ/OIS100MIとするとMIプログラムがMVXCOBJになければエラーを返す。ライブラリとプログラムを区切るのは「/」フォワードスラッシュである。「\」バックスラッシュは決して用いない。ライブラリ識別子を付けない仕様を同時に採用したのはNextGen（Java版Movex）にもAPIアドオンがそのまま適用できるようにするためである。ThisGenでライブラリを指定しなかったときはFPWのライブラリリストでMIを検索している。NextGenも同様にFPWが参照するMIを検索している。

Ｇ．データ書式

(a.) 日付

　MovexではあるユーザーはYMD、別のユーザーはDMYなどと書式をユーザー個別にできるが、APIから日付を送信/受信するときはどのユーザーIDで呼び出してもAPIの設定を参照する。デフォルトの設定はYMD8(yyyymmdd)である。

　すなわち2003年１月18日なら、20030118である。

　日付の区切りは入れられる。そのため日付は10バイトになっている。デフォルトの区切り文字が’’（何もない）になっている。

　日付は左詰である。区切り文字が’’ならば日付データが8バイトなので日付の9,10バイト目はブランクになる。

　標準のトランザクションSETDATEFORMATを用いてフォーマットと区切り文字を切替えられる。

(b.) 整数

　整数のフィールドは英数値フィールドとして入力を受け取り、左詰でも右詰でもよい。

　MIプログラムの方で左詰にして取り込む。

(c.) 時刻

　時刻に区切りはない。数を入れる。HHMMSSのフォーマットだが４桁で終わっていれば時と分、6桁なら時・分・秒である。

(d.) 少数値（実数）

　次のルールがある。

· 少数はピリオド「．」を使う。（一部の国のカンマ「，」は使わない。

· 桁区切りのカンマ「，」は使わない。

· 入力／出力ともに常に小数部６桁で値を保存する。

· 常に左詰。

· マイナスは数字の前に「-」を置く。

２．APIテストツールの使い方

　本章ではMI-Testを紹介する。MI-TestはMIプログラムの仕様テストをするプログラムである。これを使ってアドオン実装の際のテストをする。MI-Testを使えばソケット/CPICのいずれでも通信可能である。

　送信文字列を手入力して、送信したのち、返信文字列をエディットボックスに表示させられる。この文字列を抜き出せば返信レイアウトをチェックできる。そのトランザクションの送信文字列を後で使えるように保存しておくことも出来る。
version 1.6.4から MI-Test はMovex NextGenに対しても使えるようになった。
A．MI-Test.exeの使い方１（起動）

　MITestのアイコンをクリックすると下の設定ダイアローグが最初にでてくる。

ソケットとCPICどちらの通信の設定もこの画面で可能。

ラジオボタンでどちらの通信にするか選択する。
注意：CPICはNextGenでは一切サポートされない。

“Server available test” のボタンを押すと接続の確認ができる。すなわちサーバー機が立ちあがっていて、name(address)とportが正しく設定されていることが確認される。パスワード以外の設定情報は次回に保存される。以下にソケットによるサーバーの指定方法とログオン情報の設定方法を示す。
<ソケット通信>

　この画面のTCP/IPに関してのパラメータを使ってソケット通信を行う。ThisGen(RPG)に関してはFPW（ Floating Protocol Wrapper (プログラム名 IES902)）、 NextGen(Java)に関しては Batch dispatcherと通信する。

Address/name: ここにアプリケーションサーバーのIP-アドレスまたはTCP/IPのドメインネームを入れる。アドレス／ネームのどちらでもよい。
Socket port: アプリケーションサーバーがAPI文字列を“listening”しているポートを指定する。ポートナンバーはThisGen ではFPW の設定.、NextGen thisではMovex.propertiesというファイルの“boot.batchdispather” というタグの設定でそれぞれきりかえられる。

（出荷時のデフォルト設定では6000（ThisGen）または6800（NextGen.）である。）

Encryption key: もしも暗号化した通信をしたい場合はそのテストをMI-Testを使ってできる。このフィールドで暗号化/復号化に使われるキーを設定する。FPW の設定と全く同じキーを設定しなければならないので注意すること。また下のチェックボックスもチェックしなければならない。暗号化機能そのものにはクライアント側、MI側のいずれからも影響させられない。暗号化によるパフォーマンス低下は30-40%程度である。

<ログオン>

User ID: ここにMovex上のユーザーIDを入力
Password: 同様にパスワード

これらをセットしてOKを押すと通信を開始する。
ソケット通信をThisGenと行う場合はすべてのASCII/EBCDIC変換はFPW内で行われる。どのコードページ間の変換を使うのかFPW の設定に書く必要がある。

B．MI-Test.exeの使い方２（実行）

　設定ダイアローグを抜けると次のメインウィンドウが現れる。

　タイトルバーにMI-Test/CPIC/ソケット通信のバージョンが表示されている。また暗号化のオン／オフも表されている。ただしこの画面でMvxCpic version is 0.0とあればCPI-Cがこの環境で使えないことを示す。
　上フレームでどのMIとつなぐのか指定する。MVXCOBJ/MMS001MIまたはMMS001MIのようにMIを指定する。ライブラリとプログラム名はフォワードスラッシュ ( / )で区切る。
　正しい名前でMIを指定し、Connectボタンを押すと、通信が確立され、ConnectとConfigurationのボタンが押せなくなり、Disconnectが押せるようになる。この状態でMIが起動している。

　次にMIのトランザクションの書式に応じて文字列を書く。なおこのエントリフィールドでは半角スペースは‘¤’（日本語では’､’）に置きかえられるので注意。もちろんスペースの数を数え易くするためである。MIに送られる前にスペースに戻される。
　コマンド文字列の入力フィールドにカーソルがあるとカーソルのバイト位置が上のフィールドに表示される。これももちろんレイアウトの確認を容易にすることが目的である。

　大きなフィールド（下の書き込み不能な灰色の部分）は結果が返る。シングルとマルチプルのいずれもここで結果を見る。このプログラムはどちらのタイプであるかを自動的に判別する。カーソルをこの出力フィールドに持ってきてもカーソル位置を表示する。この機能を活用して返信文字列のレイアウトを確認できる。
<以下のボタン>


ウィンドウ右側のこの２つのボタンはトランザクションを再利用するためのものである。一旦トランザクション文字列を書いたら、左側の矢印（->）つきのボタンを押せばそれを保存できる。自分のＰＣにローカルに保存される。右側の点々（．．．）つきのボタンを押せば保存したトランザクションを読み込むためのダイアログが現れる。

チェックボックスで今接続中のMIに関するものだけを抽出できる。

Removeで削除も可能。
//////以上。ツール使用方法

３．APIコーディング（MvxSockJ.class）
Ａ．MvxSockJ.classの説明

    MvxSockJモジュールはTCP/IPソケットを利用するネイティブJavaインターフェイスである。Java 1.1で書かれており、アプリケーション／アプレットのいずれでも利用可能である。
　現行のMvxSockJバージョン (2.0) には設定ファイルから通信の設定を読み込む機能はないのでコンストラクタかmvxSetuo()を呼出して設定を行う。

　デバック情報をDEBUGフィールドをtrueにすることで得られる。MvxSockJ モジュールは暗号化をサポートする。

Ｂ．MvxSockJ.classのファイルの置き方

　MvxSockJモジュールはFPW (Floating Protocol Wrapper/ Movex ThisGen)または BDI（Batch Dispatcher Interface／NextGen）と通信する。文字変換などはすべてFPWによってなされる。従って文字のエンコーディングファイルはMvxSockJにはない。NextGenでは情報はユニコードUCS-2 に直されクライアントとサーバーの間に変換は起こらない。
　暗号化クラスはCrypto, Blowfish and Base64という。これらはMvxSockJと一緒にMvxAPIパッケージとして提供されており、同じ所に置かねばならない。

　クラスファイルはクラスパスにMvxAPIディレクトリに置く。パスを変更する設定ファイルなどはない。

Ｃ．MvxSockJ.classのコンストラクタ
以下にオーバーロードされているコンストラクタをすべて列挙する。

public MvxSockJ()

引数なしのコンストラクタ、単なるインスタンス化。
public MvxSockJ(String FPWname,int FPWport,String AppName,int CryptOn,String CryptKey)

上のコンストラクタと通信設定の機能を組み合わせたもの。
これを使えばmvxSetup() を呼ぶ必要はない。
Parameters: 
String FPWname 
FPWが稼動しているIPアドレス
int FPWport
FPWのポート番号

String AppName
APIを使うアプリケーションの名前
（ロギングのため）
int CryptOn 
暗号化on(1)／off(0) 

String CryptKey
暗号化キー文字列(最大 7 バイト使用可)
Ｄ．MvxSockJ.classのメソッド

　public void mvxConnect(host, port, userId, pwd, MI, CryptKey)

MIとの通信を開始するこの機能はmvxSetup() と mvxInit() を一回の呼出しに
まとめたものである。

Parameters: 
String host 
FPWが稼動しているIPアドレス
int port

FPWのポート番号

String userId
MovexのユーザーID(ログオンのため)
String pwd 
上のユーザーに対応するパスワード
String MI 
利用しようとしているMIプログラム
例 “MMS001MI”

String CryptKey
暗号化キー文字列(最大 7 バイト使用可
　この mvxConnect はMovexに簡単に一回の呼出しでつなぐための方法である。従来のメソッドにあったComputerName (しばしば"LOCALA"とセットしたもの、内部でこの値にしている。)とApplicationNameは使われないのでこのメソッドの引数になってない。 さらに暗号化キーのon/offも使わないで引数の数を減らすようにしている。暗号化キーを与えればonであり、暗号化キーにnullを渡せばoffである。
　それ以外には違いはない。もしこのメソッドが動作しない場合は従来のFPWに使われていたAPPCデバイスがLOCALAでない名前になっていた時である。もちろん従来の通信初期化メソッドも使えるので必要に応じて旧メソッドを使う。
　エラーがあれば次のいずれかである。(訳注：voidなのでこのようなリターンはないと思われる。)
1 セットアップが正常に実行されなかった。
2 ソケット通信を生成できなかった。
3 Movexから返信がない。

4 サーバーからの再ルーティング情報を読めない。
5 再ルーティングアドレスに対してソケットが生成できない。
6 リモートプログラムから通信が受け取られない。
7 NOKがMovexAPIから返信された。

　public void mvxSetup(FPWname, FPWport, AppName, CryptOn, CryptKey)

指定されたIPアドレス、ソケットポートなどで通信の設定をする。 

Parameters: 
String FPWname 
FPWが稼動しているIPアドレス
int FPWport
FPWのポート番号

String AppName
APIを使うアプリケーションの名前
（ロギングのため）
int CryptOn 
暗号化on(1)／off(0) 

String CryptKey
暗号化キー文字列(最大 7 バイト使用可)
　public int mvxInit(CompName, User, Passwd, ProgName)

アプリケーションサーバーにつなぐ。このメソッド自体はユーザー／パスワード
　
指定されたプログラムがあるかどうかの確認はしない。
Parameters: 
String CompName 
Movexが稼動しているコンピュータの名前
 (もしもFPWが稼動しているのと同じコンピュータであれば"LOCALA"とする。)

String User 
MovexのユーザーID(ログオンのため)
String Passwd 
上のユーザーに対応するパスワード
String ProgName 
AS/400上の通信プログラムの名前
“LIBRARY/PGMNAME”のように指定する。

Returns(戻り値): 
　　　　　　　　int 0のときは問題無し、0でなくばmvxGetLastError()を使って調べる。

エラーの時は以下のいずれか

1 セットアップが正常に実行されなかった。
2 ソケット通信を生成できなかった。
3 Movexから返信がない。

4 サーバーからの再ルーティング情報を読めない。
5 再ルーティングアドレスに対してソケットが生成できない。
6 リモートプログラムから通信が受け取られない。
7 NOKがMovexAPIから返信された。

　public String mvxRecv()

マルチプルトランザクションから残りのレコードを受け取る。
返信の文字列の最初の３バイトにREPが含まれる限りこのメソッドを呼べる。
Returns: String 型の返信文字列、もしも返信がnullだったら、エラーが起こっているのでmvxGetLastError()を使って調査する。

以下のどれかがエラーの原因である。

ソケット接続がない。
入力情報が足りない。
入力を呼んでいる際に例外が発生。
サポートされない変換テーブル

　public String mvxTrans(SendString)

サーバーにトランザクションを送信し返信情報を返す。
Parameters: String SendString 
送信文字列。
Returns: String 
返信文字列。もしも返信の最初の３文字が
REPならば mvxRecv() を呼ぶ。文字列がnullならば、エラーがある。 mvxGetLastError().を使うとエラーの要因がわかる。

ここで起こるエラーの原因は本来mvxSend を使うべきだった
ところをmvxTrans を使ってしまったということであると思われる。

　public int mvxSend(SendString)

このメソッドは"Snd"の文字で始まるトランザクションにのみ利用できる。
たくさんのデータを送信するときに返信を要さないときにこれを使う。ただし、エラーでもMIからは何ら返信が返らない。
Parameters: String SendString 
送信文字列
Returns: int 0 ならば OK、それ以外の時は要因解明のため
　　　　　　　　mvxGetLastError()を見る必要がある。

　public String mvxGetLastError()

最後のエラーの内容を示す文字列を返す。
Returns: String 　MvxSockJで最後に起こったエラーのテキスト記述

　public double mvxVersion()

MvxSockJのバージョンを返す。

Returns: double 
バージョン番号
　public int mvxClose()

ラッパーへの接続を閉じる。
Returns: int 0 は OKを示す。

エラーが起こった場合
1 ソケットを閉じれない。
2 開いている接続がない。

　public void mvxSetField(Name, Data)

このメソッドはフィールドアクセスの手段としてトランザクションに必要な情報を設定し準備する。
mvxAccess() メソッドを実行するときに、全ての必要なフィールドが一つづつ設定
されなければならない。
Parameters: 
String Name 

フィールド名
String Data 

フィールドに与えるデータ
　public String mvxGetField(Name)

このメソッドはフィールドアクセスの手段としてmvxAccess() メソッドを実行し、
トランザクションが成功した後に必要な情報を取り出す。デフォルトではこのメソッドは後続のブランクを取り除いた値を返す。後述のTRIMの値をfalseにするとブランクも付けて返す。

Parameters: 
String Name 

情報を取得したいフィールド名
Returns: 

String 


フィールドの中身

　public int mvxAccess(TransName)

mvxSetField()メソッドによって用意されたフィールドの値を用いトランザクションの文字列を合成して送る。単一レコードを取り出すのにも複数レコードを取り出すのにも使われる。
単一レコードのトランザクションに対してはトランザクションの名前を引数に
与えるだけで良い。メソッドはオンラインでレイアウト情報を取り出し、トランザクションの文字列を組み上げ、送信し、返信文字列を受け取る。
複数レコードのトランザクションでは最初の呼出しの時だけトランザクションの
名前を引数に与え、二度目以降はnullを与える。残りのレコードがあるかどうかを
mvxMore() で調べる。
Parameters: String TransName 
トランザクションの名前
Returns: int 0 は OKを示す。それ以外はmvxGetLastError().を使って要因解明。

public boolean mvxMore()

複数レコードのトランザクション実行中に残りレコードの有無を返す。
Returns: boolean 

true は残りレコードあり、さもなくばfalse 
Ｅ．MvxSockJ.classのメンバ変数
public boolean DEBUG

true にすると、MvxSockJが呼ばれる度にコンソールに診断情報を打出す。

public boolean TRIM

デフォルトでは、 mvxGetField() は後続のブランクを付けないで返す。このフィールドをfalse にするとブランク付きの値が返る。

Ｆ．サンプルコード

　以下は、Javaのコンソールアプリケーションとして書かれた非常に簡単なサンプルである。

　コンソールはANSIでなくASCIIコードを表示することに注意。APIはANSIを送るので、いくつかの特殊文字はこの例ではおかしな表示になっている。
　この例ではプログラムは会社001から顧客のリストを取り出してコンソールに表示している。(デバッグ情報も同時に表示している。)
import MvxAPI.*;
public class tester{

  public static void main(String args[]) {

    MvxSockJ obj2;

    int i;

    String str,str2;

    String sendstr;

    double ver;

    str = null;

   /**

    * ここから通信パラメータを設定している。：

    * FPW がホストネームMOVEXJ2であり、ポート番号6000をリッスン。
    * このテストプログラムを"mvxsockj-test_1.0"と名付ける。

    * 暗号化をしない(0),従って最後の引数(CryptKey)は無視される。
    * “NoCrypto"とするのは良いと思われる。
    * さすれば
    * ソースを読む人がすぐ暗号を使わないと分かるからだ。
    */

   obj2=new MvxSockJ("MOVEXJ2", 6000, "MvxSockJ-test_1.0",
                      0, "NoCrypto");

   /**

    * FPWはMovexと同じAS/400で動作し会話をする。 (LOCALA)

    * AS400のユーザーTSJNをパスワードWB11028で利用するとしよう。

    * これから利用したいMIはMVXCOBJ/CRS610MI である。

    */

   i = obj2.mvxInit("LOCALA", "TSJN", "WB11028", "MVXCOBJ/CRS610MI");

   System.out.println(" (tester) init() returned "+i);

   ver=obj2.mvxVersion();

   System.out.println(" (tester) The current version of MvxSockJ is: "   
                       +ver);

   sendstr="LstByNumber 001 ";//ここはMRS001で確認せよ。

   System.out.println(" (tester) About to send "+sendstr.length()
                       +"bytes:"+sendstr);
   str=obj2.mvxTrans(sendstr);//最初の一回だけmvxTransで返信を取得。
   if(str != null) {

     while (str.startsWith("REP")) {//StringオブジェクトのstartsWith
      System.out.println(" (tester) Got "+str.length()+" bytes: "+str);

      str=obj2.mvxRecv();//２回目以降はmvxRecvで返信を取得。

     }

     System.out.println(" (tester) Got "+str.length()+" bytes: "+str);

     if (str.startsWith("NOK",0))

     System.out.println(" (tester) ERROR " +str);

   } else 
     System.out.println(" (tester) Nothing was returned from Movex. ");

   str2=obj2.mvxGetLastError();

   System.out.println(" (tester) LastError: " +str2);

   i=obj2.mvxClose(); // 接続を閉じる
   System.out.println(" (tester) close() returned "+i);

 }//end of main

} //end class

次にフィールドアクセス型のサンプルを示す。
import MvxAPI.*;

public class tester{

 public static void main(String args[]) {

  MvxSockJ obj2=new MvxSockJ();

  int i;

  // obj2.DEBUG = true; // Print out debug info from MvxSockJ

  i = obj2.mvxConnect("MOVEXJ2", 6000,

        "TSJN", "WB11028", "MVXCOBJ/CRS610MI", null);

  obj2.mvxSetField("CUNO", "AMB");

  obj2.mvxSetField("CONO", "001");

  //  obj2.TRIM = false; // Do'nt remove trailing spaces in mvxGetField()

  i = obj2.mvxAccess("LstByNumber");

  if(i>0) {

    System.out.println("mvxAccess returned " + i + " " +

      obj2.mvxGetLastError());

    obj2.mvxClose(); // 接続を閉じる。
    return;

  }

  while(obj2.mvxMore()) {

    System.out.println(obj2.mvxGetField("CUNO") +

    obj2.mvxGetField("CUNM") +

    obj2.mvxGetField("CUA1"));

    obj2.mvxAccess(null); // 新しいレコード（２件目以降）

  }

  obj2.mvxClose(); // 接続を閉じる。
 }//end of main

} //end class
以上。
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